
JP 2018-506907 A5 2019.2.28

10
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月17日(2019.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムを動作させる方法であって、
　第１のワイヤレストランシーバからの複数の第２のワイヤレストランシーバに対する割
当て情報を物理的ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上で前記複数の第２のワイヤレ
ストランシーバの１つにより受信することと、
　前記複数の第２のワイヤレストランシーバの前記１つにより、前記複数の第２のワイヤ
レストランシーバに対する前記割当て情報を復号することと、
　前記復号された割当て情報に応答して、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）上でプロシージャー情報を受信することと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記割当て情報が、フレームのどのスロットと構成要素キャリアとが、前記第２のワイ
ヤレストランシーバの前記１つに割当てられるかを特定する、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ＰＢＣＨがフレーム毎に送信され、前記ＰＤＣＣＨがダウンリンクスロット毎に送
信される、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記複数の第２のワイヤレストランシーバの各第２のワイヤレストランシーバに対する
前記割当て情報が、他の第２のワイヤレストランシーバに対するプロシージャー情報から
独立しており、
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　各第２のワイヤレストランシーバが、前記複数の第２のワイヤレストランシーバに対す
る前記割当て情報を読み出す、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記プロシージャー情報が、コンポーネントキャリアとフレームのスロットとの割当て
により識別されるプロシージャー情報を含む、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記プロシージャー情報が、前記第２のワイヤレストランシーバの前記１つから、後続
のアップリンク伝送において用いられる、コンポーネントキャリアとフレームのスロット
とのプロシージャー情報を含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、
　固有のインデックスを前記第１のワイヤレストランシーバから各第２のワイヤレストラ
ンシーバにアサインすることを更に含み、
　第１のインデックスがランダムアクセス通信のためにリザーブされている、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　フレームと構成要素キャリアとの各ダウンリンク（ＤＬ）スロットにおいて個別のＰＤ
ＣＣＨを動的に構築することと、
　前記第２のワイヤレストランシーバの前記１つへのＤＬスロットと構成要素キャリアと
における、変調及び符号化方式（ＭＣＳ）と送信モードとを含む、それぞれのダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）を送信することと、
　を更に含む、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記送信モードが変調符号方式（ＭＣＳ）コードワードから判定される、方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法であって、
　フレームと構成要素キャリアとの各ダウンリンクスロットにおいて個別の物理的ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を動的に構築することと、
　前記第２のワイヤレストランシーバの前記１つからの後続のアップリンク伝送において
用いられる送信モードを含む、それぞれのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信するこ
とと、
　を更に含む、方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信システムであって、
　第１のワイヤレストランシーバからの複数の第２のワイヤレストランシーバに対する割
当て情報を物理的ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）上で前記複数の第２のワイヤレ
ストランシーバの１つにより受信する手段と、
　前記複数の第２のワイヤレストランシーバの前記１つにより、前記複数の第２のワイヤ
レストランシーバに対する前記割当て情報を復号する手段と、
　前記復号された割当て情報に応答して、物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）上でプロシージャー情報を受信する手段と、
　を含む、システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記割当て情報が、フレームのどのスロットと構成要素キャリアとが、前記第２のワイ
ヤレストランシーバの前記１つに割当てられるかを特定する、システム。
【請求項１３】



(3) JP 2018-506907 A5 2019.2.28

　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記ＰＢＣＨがフレーム毎に送信され、前記ＰＤＣＣＨがダウンリンクスロット毎に送
信される、システム。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記複数の第２のワイヤレストランシーバの各第２のワイヤレストランシーバに対する
前記割当て情報が、他の第２のワイヤレストランシーバに対するプロシージャー情報から
独立しており、
　各第２のワイヤレストランシーバが、前記複数の第２のワイヤレストランシーバに対す
る前記割当て情報を読み出す、システム。
【請求項１５】
　請求項１に記載のシステムであって、
　前記プロシージャー情報が、コンポーネントキャリアとフレームのスロットとの割当て
により識別されるプロシージャー情報を含む、システム。
【請求項１６】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記プロシージャー情報が、前記第２のワイヤレストランシーバの前記１つから、後続
のアップリンク伝送において用いられる、コンポーネントキャリアとフレームのスロット
とのプロシージャー情報を含む、システム。
【請求項１７】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　固有のインデックスを前記第１のワイヤレストランシーバから各第２のワイヤレストラ
ンシーバにアサインする手段を更に含み、
　第１のインデックスがランダムアクセス通信のためにリザーブされている、システム。
【請求項１８】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　フレームと構成要素キャリアとの各ダウンリンク（ＤＬ）スロットにおいて個別のＰＤ
ＣＣＨを動的に構築する手段と、
　前記第２のワイヤレストランシーバの前記１つへのＤＬスロットと構成要素キャリアと
における、変調及び符号化方式（ＭＣＳ）と送信モードとを含む、それぞれのダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）を送信する手段と、
　を更に含む、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムであって、
　前記送信モードが変調符号方式（ＭＣＳ）コードワードから判定される、方法。
【請求項２０】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　フレームと構成要素キャリアとの各ダウンリンクスロットにおいて個別の物理的ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を動的に構築する手段と、
　前記第２のワイヤレストランシーバの前記１つからの後続のアップリンク伝送において
用いられる送信モードを含む、それぞれのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信する手
段と、
　を更に含む、システム。
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